
一
、「
平
家
公
達
草
紙
」
と
「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」

藤
原
隆
房
は
、『
平
家
物
語
』
巻
六
「
小
督
」
に
登
場
す
る
こ
と
で
よ
く
知

ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
隆
房
を
描
い
た
絵
巻
が
現
在
に
伝
わ
る
。「
平
家

公
達
草
紙
」
と
「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
白
描

物
語
絵
に
分
類
さ
れ
る
。

白
描
絵
と
は
、
墨
の
み
で
描
か
れ
、
彩
色
が
施
さ
れ
な
い
も
の
の
総
称
で
あ

る
。
白
描
物
語
絵
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
、
一
三
世
紀
中
頃
か
ら
一
四
世
紀
に

か
け
て
流
行
し
た
、
や
ま
と
絵
系
の
物
語
絵
を
指
し
て
言
う
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。「
平
家
公
達
草
紙
」「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
の
他
に
、
白
描
物
語
絵
の
代
表

的
作
品
と
さ
れ
る
も
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。「
白
描
源
氏
物
語

絵
」「
枕
草
子
絵
巻
」「
豊
明
絵
草
子
」「
尹
大
納
言
絵
巻
」
な
ど
で
あ
る
。

白
描
物
語
絵
に
描
か
れ
る
世
界
と
は
、
既
に
多
数
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
い

わ
ゆ
る
王
朝
的
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
作
品
は
、
例
え

ば
「
枕
草
子
絵
巻
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
箱
書
が
「
詞
後
光
厳
院
、
絵
女

筆
」
と
さ
れ
、『
看
聞
御
記
』
永
享
一
〇
年
（
一
四
二
八
）
一
二
月
三
日
条
に

「
抑
自
室
町
殿
御
絵
二
巻
給
、
此
詞
伏
見
院
宸
筆
云
々
、
実
否
御
不
審
定
可
存

知
歟
、
見
て
可
申
之
由
。
女
中
よ
り
内
々
承
。
清
少
納
言
枕
双
子
絵
也
、
墨
絵

也
、
殊
勝
也
、
宸
筆
雖
相
似
不
分
明
、
慥
御
筆
と
ハ
不
存
、
源
中
納
言
同
前
申
、

若
萩
原
殿
進
子
内
親
王
御
筆
歟
、
絵
も
同
前
歟
、
其
も
不
分
明
之
間
、
宸
筆
と

ハ
慥
不
拝
見
之
由
御
返
事
申
、
御
絵
軈
返
進
了
。」
と
い
う
記
事
に
も
明
確
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
非
常
に
高
貴
な
人
々
、
殊
に
女
性
の
関
与
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

白
描
物
語
絵
に
描
か
れ
る
題
材
は
、『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』、『
明
月
記
』

貞
永
二
年
（
一
二
三
三
）
三
月
廿
日
条
に
「
更
級
墨
絵
」
と
あ
る
よ
う
に
『
更

級
日
記
』
な
ど
の
有
名
な
平
安
時
代
の
古
典
と
、「
平
家
公
達
草
紙
」「
隆
房
卿

二
八

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

｜
｜
「
平
家
公
達
草
紙
」
と
「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
｜
｜
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艶
詞
絵
巻
」「
豊
明
絵
草
子
」
な
ど
の
、
平
安
末
期
以
降
、
鎌
倉
時
代
の
制
作

と
考
え
ら
れ
、
長
く
出
典
不
明
と
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
現
在
も
不
明
の
作

品
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
出
典
不
明
の
作
品
群
に
つ
い
て
は
、
出
典
の
追
究
と

同
時
に
、
絵
巻
の
た
め
に
詞
書
を
制
作
し
た
こ
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

「
平
家
公
達
草
紙
」「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
は
、
い
ず
れ
も
隆
房
と
の
関
連
が

重
視
さ
れ
る
が
、
制
作
年
代
と
享
受
層
が
か
な
り
限
定
さ
れ
る
と
見
ら
れ
る
白

描
物
語
絵
に
描
か
れ
る
、
と
い
う
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

隆
房
が
生
き
て
い
た
時
代
か
ら
お
よ
そ
百
年
の
後
に
、
彼
は
、
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
の
「
隆
房
」
と
し
て
白
描
物
語
絵
に
描
か
れ
る
対
象
と
な
っ
た
。「
平
家

公
達
草
紙
」「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
の
詞
書
、
及
び
こ
れ
ら
の
制
作
の
場
に
近

い
と
思
わ
れ
る
史
料
の
断
片
か
ら
、
白
描
物
語
絵
の
享
受
者
た
ち
に
と
っ
て
、

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
検
討
し

た
い
。

二
、「
平
家
公
達
草
紙
」
の
「
隆
房
」

現
在
「
平
家
公
達
草
紙
」
と
名
称
さ
れ
る
も
の
は
、
三
種
類
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
福
岡
市
立
美
術
館
松
永
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
東
京
国
立
博
物
館
・
宮
内
庁
書
陵

部
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
松
永
本
・
博
物
館
本
・
書
陵
部
本
と
略
称
す
る
。）
に

所
蔵
さ
れ
、
い
ず
れ
も
、
絵
巻
の
詞
書
と
い
う
形
態
で
伝
わ
る
。

こ
れ
ら
の
三
種
の
伝
本
は
、
平
家
の
公
達
を
描
い
て
い
る
点
、
隆
房
と
の
関

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

二
九

わ
り
が
深
い
点
か
ら
、
も
と
も
と
は
、
一
連
の
作
品
で
あ
っ
た
可
能
性
が
論
じ

ら
れ
て
き
た
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
三
種
を
「
平
家
公
達
草
紙
」
と
総
称
す
る
の

は
、
そ
う
し
た
研
究
史
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
兵
藤
裕
己
氏
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

従
来
の
研
究
で
は
、
現
存
の
三
種
伝
本
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が

原
『
平
家
公
達
草
紙
』
の
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
巻
を
伝
え
る
と
い
う
前
提
で

話
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
提
に
し
て
も
、
必
ず
し
も
確
証
さ

れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
と
く
に
伝
本
間
の
甚
だ
し
い
文
体
的
相
違

に
し
て
も
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
相
互
無
関
係
に
、
別
個
に
成
立
し
た
作

品
だ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
な
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
、
い
わ
ゆ
る
「
平
家
公
達
草
紙
」
に
お
い
て
、
隆
房
と
の
関
連
は
、
そ

の
成
立
を
論
じ
る
上
で
重
視
さ
れ
て
き
た
。
絵
巻
と
い
う
形
態
で
伝
わ
る
も
の

で
は
あ
る
が
、
そ
の
詞
章
が
、
絵
巻
に
先
行
し
て
成
立
し
て
い
た
可
能
性
は
、

紹
介
当
初
か
ら
、
ほ
ぼ
、
前
提
条
件
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

作
者
が
、
藤
原
隆
房
そ
の
人
で
は
な
か
っ
た
か
と
議
論
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。兵

藤
氏
は
、
こ
の
隆
房
作
者
説
に
対
し
て
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『
平
家
公
達
草
紙
』
に
み
え
る
隆
房
の
直
接
見
聞
の
語
り
口
に
し
て
も
、

む
し
ろ
仮
構
・
仮
託
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。

隆
房
は
、
松
永
本
・
博
物
館
本
・
書
陵
部
本
全
て
に
登
場
す
る
。
そ
し
て
、



松
永
本
・
書
陵
部
本
で
は
語
り
手
で
あ
り
、
松
永
本
の
第
二
段
は
隆
房
自
身
の

著
作
『
安
元
御
賀
記
』
の
抄
出
で
も
あ
る
。

博
物
館
本
で
は
、
隆
房
は
語
り
手
で
は
な
い
。
登
場
す
る
の
は
、
全
六
段
中

二
段
の
み
で
、
い
ず
れ
も
管
絃
の
遊
び
の
参
加
者
と
し
て
で
あ
る
。
主
要
人
物

と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
第
六
段
の
み
と
言
っ
て
よ
い
。
博
物
館
本
第
六
段
を

引
く
。高

倉
院
の
御
時
、
大
宮
宰
相
中
将
実
宗
、
左
宰
相
中
将
実
家
、
中
将
泰
通
、

隆
房
、
維
盛
、
弟
の
資
盛
、
源
少
将
雅
賢
な
ど
、
常
に
打
ち
連
れ
て
遊
ぶ

人
々
な
り
け
り
。

（
略
）
月
も
花
も
さ
か
り
な
る
夜
、
例
の
こ
の
人
々
、
皆
具
し
て
遊
び
け

る
に
、（
略
）
大
宮
宰
相
中
将
、
琵
琶
弾
き
、
少
将
資
盛
、
箏
、
泰
通
、

維
盛
、
笛
、
隆
房
、
笙
の
笛
吹
き
あ
は
せ
て
、
常
よ
り
も
お
も
し
ろ
き
に
、

ふ
け
は
て
て
、
暁
方
に
な
る
程
に
、
隆
房
、
維
盛
、
雅
賢
な
ど
、
朗
詠
、

催
馬
楽
、
今
様
、
と
り
ぐ
に
歌
ひ
て
、
明
く
る
な
ご
り
を
を
し
み
つ
ゝ
、

こ
よ
ひ
は
こ
と
に
思
ひ
出
あ
る
ま
じ
う
い
ひ
あ
は
せ
て
、「
此
中
に
た
れ

先
立
ち
て
し
の
ば
れ
ん
ず
ら
ん
」
な
ど
申
し
け
る
を
、（
略
）
時
の
花
と

見
え
し
維
盛
お
と
ゝ
い
、
は
か
な
く
な
り
に
け
れ
ば
、
此
人
々
い
ひ
い
で

て
、
い
み
じ
く
あ
は
れ
が
り
け
り
。（
略
）

（
一
七
九
頁
）

忘
れ
難
き
月
花
の
下
で
の
遊
び
が
話
題
で
あ
る
が
、
一
貫
し
て
隆
房
と
維
盛

の
み
官
位
表
記
が
な
い
。
特
殊
な
位
置
づ
け
で
は
あ
る
が
、
隆
房
と
の
関
連
は
、

他
の
二
本
よ
り
は
希
薄
で
あ
る
。

書
陵
部
本
は
、
隆
房
の
視
点
を
通
し
て
展
開
す
る
が
、
一
段
と
し
て
完
結
し

た
も
の
が
な
く
、
絵
も
な
い
。
現
存
の
形
態
は
、
絵
巻
の
詞
書
と
推
定
さ
れ
て

い
る
が
、
白
描
物
語
絵
と
い
う
形
態
で
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
内
容
は
、
三
本

中
最
も
物
語
的
で
あ
る
。

松
永
本
は
、
先
述
の
よ
う
に
隆
房
が
語
り
手
で
あ
り
、
第
二
段
が
『
安
元
御

賀
記
』
の
抄
出
で
あ
る
。
隆
房
と
の
関
わ
り
は
、
最
も
緊
密
で
あ
る
。
本
稿
は
、

隆
房
と
の
関
連
か
ら
、「
平
家
公
達
草
紙
」
と
し
て
は
、
主
に
松
永
本
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
た
い
。

近
年
、
こ
の
松
永
本
第
二
段
と
、『
安
元
御
賀
記
』
諸
本
と
の
比
較
検
討
か

ら
、
松
永
本
に
つ
い
て
は
、
制
作
年
代
が
下
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
作
者
も
、

隆
房
で
は
な
い
、
と
い
う
見
解
が
強
ま
っ
て
い
る
。

「
平
家
公
達
草
紙
」
の
成
立
事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
三
種
の
伝
本
が
そ

も
そ
も
一
つ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
詞
章
が
、
絵
巻
化
さ
れ
る

以
前
に
、
文
字
の
み
で
書
か
れ
た
作
品
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
か
、
未
詳
で

あ
る
。
詞
章
が
絵
巻
に
先
行
す
る
こ
と
は
、「
平
家
公
達
草
紙
」
が
紹
介
さ
れ

た
段
階
で
、
前
提
と
し
て
示
さ
れ
、
踏
襲
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
翻
っ
て
、
絵
巻

の
詞
書
と
し
て
成
立
し
た
可
能
性
が
完
全
に
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
こ
れ
ら
が
白
描
物
語
絵
と
い
う
形
態
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

三
〇



あ
る
特
定
の
時
期
に
「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
享
受
し
た
状
況
が
あ
る
こ

と
、
そ
こ
に
お
け
る
「
隆
房
」
と
は
、
藤
原
隆
房
と
い
う
実
在
と
は
乖
離
し
た
、

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
造
形
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

松
永
本
の
冒
頭
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

御
賀
の
目
出
た
さ
は
さ
ら
に
も
あ
ら
ず
や
。
又
、
内
々
の
御
遊
び
、
は
か

な
か
り
し
こ
と
に
つ
け
て
も
、
を
か
し
く
お
ぼ
え
し
こ
と
ど
も
こ
そ
、
忘

れ
が
た
く
侍
れ
。
い
ま
だ
中
少
将
に
侍
り
し
時
も
、
同
じ
若
き
人

と

て
も
、
あ
な
が
ち
に
む
つ
び
侍
ら
ず
、
ち
と
む
つ
ま
し
き
ゆ
ゑ
の
侍
り
し

に
よ
り
て
、
故
西
八
条
入
道
お
ほ
き
お
ほ
い
ま
う
ち
君
の
一
家
の
人

に
こ
そ
、
は
か
な
き
た
は
ぶ
れ
な
ど
す
る
を
り
も
侍
り
し
か
。

（
第
一
段
、
一
六
三
頁
。
傍
線
引
用
者
。）

松
永
本
は
、
昔
を
振
り
返
り
つ
つ
自
己
紹
介
を
す
る
「
隆
房
」
の
言
に
始
ま

る
。
そ
し
て
、
彼
の
視
点
か
ら
、
内
裏
近
く
で
の
火
災
に
際
し
て
右
大
将
重
盛

が
立
派
だ
っ
た
事
（
第
一
段
）、
安
元
二
年
後
白
河
院
五
十
賀
の
折
に
権
亮
少

将
維
盛
の
舞
っ
た
青
海
波
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
事
（
第
二
段
）、
雨
夜
の
つ
れ

づ
れ
に
盗
人
の
真
似
を
し
て
女
房
た
ち
を
驚
か
し
て
や
ろ
う
と
提
案
す
る
左
馬

頭
重
衡
の
ユ
ー
モ
ア
（
第
三
段
）、
夕
暮
れ
の
重
盛
の
小
松
邸
で
蹴
鞠
に
興
じ

る
一
家
の
公
達
の
姿
（
第
四
段
）
な
ど
を
描
き
出
す
。

登
場
人
物
や
、
話
題
の

囲
気
が
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
と
類
似
す
る

こ
と
は
、
早
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
最
も
手
近
な
「
平
家
公
達
草

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

三
一

紙
」
の
翻
刻
は
、
岩
波
文
庫
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
に
付
録
と
し
て
収
載

さ
れ
て
い
る
。

『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
と
の
類
似
も
、
こ
の
絵
巻
に
描
か
れ
た
話
題
が
、

い
わ
ゆ
る
平
家
文
化
そ
の
も
の
の
産
物
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
根
拠
の
一
つ
で

あ
る
。
各
話
題
の
原
拠
は
、
平
家
文
化
周
辺
に
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
も
の

か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
話
題
は
、
平
家
文
化
の
時
代
か
ら
百
年
の

年
月
を
隔
て
た
人
々
に
よ
っ
て
鑑
賞
さ
れ
、
そ
の
語
り
手
と
い
う
役
割
を
担
う

の
が
「
隆
房
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
面
で
考
慮
さ
れ
る
。

「
平
家
公
達
草
紙
」
特
に
松
永
本
に
お
い
て
「
隆
房
」
と
い
う
語
り
手
は
、

い
わ
ゆ
る
平
家
文
化
の
色
彩
を
百
年
後
に
蘇
ら
せ
る
案
内
者
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

三
、「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
の
「
隆
房
」

「
隆
房
」
は
、
白
描
物
語
絵
の
享
受
層
の
愛
好
を
得
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
の
一

つ
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
「
隆
房
」
と
は
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ

っ
た
の
か
、「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
を
手
が
か
り
に
、
検
討
し
た
い
。

「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
の
詞
書
は
、
隆
房
の
私
家
集
『
隆
房
集
』
の
諸
本
の

う
ち
、「
艶
詞
系
」
と
呼
ば
れ
る
系
統
の
み
が
有
す
る
長
歌
と
短
歌
二
首
、
そ

れ
に
、
絵
巻
独
自
の
短
歌
一
首
で
あ
る
。

『
隆
房
集
』
は
、「
ひ
と
か
た
な
ら
ず
所
せ
き
人
」（
九
四
頁
）
と
「
人
目
を



包
む
仲
」（
九
二
頁
）
に
あ
る
男
が
、
つ
い
に
は
会
う
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
報
わ
れ
な
い
恋
の
経
緯
を
詠
ん
だ
歌
集
で
あ
る
。
そ
の
諸
本

は
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）「
隆
房
集
」
項

（
久
保
田
淳
氏
）
に
よ
る
と
、
大
別
し
て
三
種
に
分
類
さ
れ
、
御
所
本
系
・
定

家
本
系
・
艶
詞
系
と
名
称
さ
れ
て
い
る
。
定
家
本
系
は
、
御
所
本
系
の
省
略
本

文
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
内
容
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
専
ら
御
所
本
系
と
艶
詞
系

を
対
象
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
二
系
統
の
大
略
を
箇
条
書
き
に
す
る
。

御
所
本
系
｜
総
歌
数
一
〇
〇
首
。
各
歌
に
か
な
り
詳
細
、
具
体
的
な
詞
書

を
伴
う
。『
桂
宮
叢
書
』
に
収
め
ら
れ
た
書
陵
部
本
な
ど
。「
隆
房
集
」

「
四
条
大
納
言
隆
房
集
」
な
ど
と
題
さ
れ
る
も
の
。

艶
詞
系
｜
総
歌
数
八
〇
首
。「
艶
詞
」「
隆
房
の
恋
尽
く
し
」
な
ど
の
題
が

あ
る
。
上
記
二
系
統
に
見
い
出
さ
れ
る
歌
二
十
三
首
を
欠
き
、
代
わ
り

に
両
系
統
に
な
い
長
歌
一
首
、
短
歌
二
首
を
含
む
。

本
稿
で
は
、
特
に
、
御
所
本
系
を
『
隆
房
集
』、
艶
詞
系
を
『
艶
詞
』
と
表

記
す
る
。

久
保
田
氏
は
、
ま
た
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
。

『
隆
房
集
』
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

（
略
）
そ
の
呼
称
や
、
和
歌
を
高
く
、
詞
書
を
低
く
書
い
て
い
る
書
写
形

式
な
ど
か
ら
、
こ
の
作
品
は
歌
集
、
隆
房
の
家
集
と
し
て
受
容
さ
れ
た
ら

し
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

『
艶
詞
』
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『
扶
桑
拾
葉
集
』
や
『
群
書
類
従
』
雑
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
地

の
文
よ
り
も
下
げ
て
和
歌
を
記
し
て
い
る
と
い
う
書
き
か
た
な
ど
か
ら
、

こ
の
作
品
は
物
語
な
い
し
は
日
記
の
よ
う
な
意
識
で
受
容
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、『
隆
房
集
』
が
先
行
、『
艶
詞
』
が
後
出

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
久
保
田
氏
は
、「
恋
物
語
と
し
て
は
未
整
理
な
の
が
、

御
所
本
系
。
物
語
化
の
進
ん
で
い
る
も
の
が
艶
詞
系
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
谷

知
子
氏
は
、「
艶
詞
は
、
恋
の
物
語
と
し
て
純
化
さ
れ
、
色
好
み
の
男
と
し
て

造
形
さ
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。
私
家
集
『
隆
房
集
』
は
、『
艶
詞
』
に
お
い
て

「
恋
」
を
主
題
と
す
る
「
物
語
」
に
改
変
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

先
述
の
と
お
り
、「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
の
詞
書
は
、『
艶
詞
』
に
し
か
な
い

長
歌
を
主
と
し
て
い
る
。
こ
の
長
歌
が
、『
艶
詞
』
本
文
と
ど
う
関
わ
る
か
に

つ
い
て
、『
日
本
絵
巻
大
成
１
０
』
の
久
保
田
氏
の
論
を
引
く
。

長
歌
は
す
べ
て
で
は
な
い
に
せ
よ
、『
艶
詞
』
の
各
部
分
と
照
応
し
て
い

る
の
で
あ
る
。『
艶
詞
』
の
別
名
は
「
隆
房
の
恋
づ
く
し
」
で
あ
っ
た
が

絵
詞
の
長
歌
に
も
恋
の
諸
相
は
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。（

一
四
三
頁
）

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

三
二



「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
の
詞
書
は
、「
恋
物
語
」
の
性
格
を
有
す
る
『
艶
詞
』

の
世
界
を
、
そ
れ
の
み
で
伝
達
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
千
載
和
歌
集
』
以
降
の
勅
撰
和
歌
集
に
は
、
隆
房
の
歌
が
三

四
首
入
集
し
て
い
る
。
そ
の
歌
番
号
を
次
に
示
す
。
勅
撰
集
の
歌
・
歌
番
号
及

び
そ
の
書
誌
情
報
は
、
以
下
全
て
『
新
編
国
歌
大
観

第
一
巻
』（
角
川
書
店
、

一
九
八
三
年
）
に
よ
っ
た
。

『
千
載
和
歌
集
』（
後
白
河
院

俊
成
）
一
一
、
五
三
四
、
六
九
五
、
八
二

七
、
九
二
三

『
新
古
今
和
歌
集
』（
後
鳥
羽
院

定
家
他
）
七
四
二
、
一
一
〇
五

『
新
勅
撰
和
歌
集
』（
後
堀
河
天
皇

定
家
）
二
二
〇
、
三
二
六
、
七
七
四
、

八
九
九
、
九
〇
五

『
続
後
撰
和
歌
集
』（
後
嵯
峨
院

為
家
）
二
〇
五
、
三
六
八
、
八
一
七

『
続
古
今
和
歌
集
』（
後
嵯
峨
院

為
家
他
）
九
五
五
、
一
三
八
〇
、
一
三

八
五

『
続
拾
遺
和
歌
集
』（
亀
山
院

為
氏
）
一
七
四
、
四
六
一
、
八
〇
六

『
新
後
撰
和
歌
集
』（
後
宇
多
院

為
世
）
八
二
四
、
八
八
五

『
玉
葉
和
歌
集
』（
伏
見
院

為
兼
）
一
三
一
二
、
一
五
三
〇
、
一
五
四
〇
、

一
六
二
八

『
続
千
載
和
歌
集
』（
後
宇
多
院

為
世
）
六
一
〇

『
続
後
拾
遺
和
歌
集
』（
後
醍
醐
天
皇

為
定
）
一
三
一
八

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

三
三

『
新
千
載
和
歌
集
』（
後
光
厳
天
皇

為
定
）
二
二
六

『
新
拾
遺
和
歌
集
』（
後
光
厳
院

為
明
）
六
一
九
、
一
〇
五
七

『
新
後
拾
遺
和
歌
集
』（
後
円
融

為
遠
）
八
〇
五

『
新
続
古
今
和
歌
集
』（
後
花
園
天
皇

雅
世
）
八
八
四

以
上
三
四
首
（『
新
拾
遺
』
六
一
九
と
『
新
後
拾
遺
』
は
重
複
。
実
質
は
三
三首

）

こ
の
う
ち
、
傍
線
を
付
し
た
も
の
は
、『
隆
房
集
』『
艶
詞
』
か
ら
の
入
集
歌

で
あ
る
。
本
文
異
同
か
ら
推
定
さ
れ
る
撰
集
資
料
は
、『
千
載
集
』
か
ら
『
新

勅
撰
集
』
ま
で
が
『
隆
房
集
』、『
続
後
撰
集
』
の
歌
が
『
隆
房
集
』『
艶
詞
』

で
異
同
が
な
く
、『
続
拾
遺
集
』
か
ら
『
玉
葉
集
』
ま
で
が
『
艶
詞
』
で
あ
る
。

な
お
、『
新
拾
遺
集
』
の
歌
は
、『
隆
房
集
』『
艶
詞
』
い
ず
れ
と
も
重
な
ら
な

い
。『

続
拾
遺
集
』
は
、
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
奏
覧
、『
玉
葉
集
』
は
正
和
元

年
（
一
三
一
二
）
奏
覧
、
翌
二
年
完
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
私
家
集
と

し
て
体
裁
の
整
っ
た
『
隆
房
集
』
よ
り
も
、
物
語
的
性
格
の
強
い
『
艶
詞
』
が

撰
集
資
料
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
注
意
さ
れ
る
。
特
に
『
玉
葉
集
』
は
、

『
艶
詞
』
を
撰
集
資
料
と
す
る
勅
撰
集
の
中
で
も
、『
艶
詞
』
か
ら
の
入
集
が
最

も
多
く
、
そ
の
詞
書
が
他
の
勅
撰
集
と
比
較
し
て
、
詳
細
で
あ
る
な
ど
『
艶

詞
』
享
受
の
様
相
を
垣
間
見
せ
る
。

『
続
拾
遺
集
』
と
成
立
時
期
の
近
い
『
文
机
談
』（
文
永
・
弘
安
の
頃
の
成



立
）
に
、『
艶
詞
』
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
こ
と
は
、
夙
に
後
藤
丹
治
氏
の

『
戦
記
文
学
の
研
究
』（
筑
波
書
店
、
一
九
三
六
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
納
言
隆
房
卿
、
こ
れ
も
妙
音
院
の
御
弟
子
と
ぞ
申
め
る
。
い
み
じ
く
い

ろ
ふ
か
く
お
は
し
け
る
と
か
や
。
隆
季
の
あ
と
な
れ
ば
、
笙
を
も
吹
給
。

又
風
俗
・
催
馬
楽
と
も
に
う
た
は
せ
給
。
比
巴
、
禅
閤
の
御
差
瓶
也
。
こ

れ
の
み
な
ら
ず
、
風
月
の
智
も
を
は
し
け
り
。
和
哥
な
ど
や
さ
し
く
よ
ま

せ
給
。
朗
詠
百
首
・
恋
づ
く
し
、
か
や
う
の
物
ま
で
も
い
う
に
つ
く
り

と
ゞ
め
給
め
り
。

（
一
〇
〇
頁
。
傍
線
引
用
者
）

こ
こ
に
は
隆
房
が
、「
恋
づ
く
し
」
つ
ま
り
『
艶
詞
』
の
作
者
で
あ
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
隆
房
を
「
い
み
じ
く
い
ろ

ふ
か
く
お
は
し
け
る
と
か
や
」
と
評
し
て
い
る
点
で
あ
る
。『
文
机
談
』
に
お

い
て
「
大
納
言
隆
房
卿
」
は
「
恋
づ
く
し
」
の
「
作
者
」
で
あ
る
と
同
時
に

「
主
人
公
」
な
の
で
あ
る
。

『
平
家
物
語
』
諸
本
に
は
、
隆
房
が
小
督
へ
の
恋
に
破
れ
る
と
い
う
記
事
が

あ
る
。
歌
や
本
文
が
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、『
隆
房
集
』
に
取
材
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。『
隆
房
集
』『
艶
詞
』
な
ど
に
は
、
登
場

人
物
名
は
一
切
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
玉
葉
集
』
成
立
の
頃
に
は
、

す
で
に
平
曲
受
容
が
諸
記
録
に
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

『
平
家
物
語
』「
小
督
」
の
登
場
人
物
「
隆
房
」
と
、『
艶
詞
』
の
作
者
「
隆

房
」
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
強
い
結
び
つ
き
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
は
鎌
倉
中
期
以
降
の
制
作
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。『
艶
詞
』
を
撰
集
資
料
と
す
る
勅
撰
集
や
、『
文
机
談
』
な
ど
と
ほ
ぼ
同
時

代
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
隆
房
が
生
き
て
い
た
時
代
か
ら
お
よ
そ
百
年
の

後
、『
隆
房
集
』
よ
り
も
『
艶
詞
』
が
史
料
の
断
片
に
顔
を
覗
か
せ
る
頃
、「
隆

房
卿
艶
詞
絵
巻
」
も
制
作
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
藤
原

隆
房
と
い
う
人
物
と
は
全
く
乖
離
し
た
「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
「
恋
」
と
不
可
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
文
机

談
』
が
言
う
、「
い
み
じ
く
い
ろ
ふ
か
く
お
は
し
け
る
」
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。四

、「
隆
房
」
享
受
の
諸
相

白
描
物
語
絵
の
制
作
及
び
享
受
に
、
女
性
の
関
与
が
あ
る
こ
と
は
、
既
に
指

摘
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」「
平
家
公
達
草
紙
」（
松
永

本
・
博
物
館
本
）
が
い
ず
れ
も
、
こ
の
白
描
物
語
絵
に
類
さ
れ
る
こ
と
自
体
、

宮
廷
周
辺
の
、
か
な
り
限
定
さ
れ
た
時
期
・
場
で
の
享
受
が
想
定
さ
れ
る
。
そ

の
享
受
の
様
相
に
つ
い
て
、
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、
は
や
く
角
田
文
衛
氏
が
『
平
家
後
抄
』（
上
下
、
朝
日
選
書
、
一

九
八
一
年
）
に
お
い
て
注
目
し
た
、
北
山
准
后
貞
子
の
存
在
で
あ
る
。
藤
原
貞

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

三
四



子
（
建
久
元
（
一
一
九
六
）

乾
元
元
（
一
三
〇
二
））
は
、
隆
房
の
孫
で
、

鎌
倉
時
代
繁
栄
を
見
た
西
園
寺
家
の
実
氏
に
嫁
し
、
大
宮
院
・
東
二
条
院
の
母

と
な
っ
た
。
後
深
草
・
亀
山
両
帝
に
と
っ
て
は
祖
母
に
当
た
り
、
角
田
氏
の
言

う
よ
う
に
「
鎌
倉
時
代
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
生
き
抜
い
た
、
世
に
も
稀
な
貴

女
」（
上
、
四
頁
）
で
あ
る
。

こ
の
北
山
准
后
の
九
十
賀
は
、
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
二
月
三
〇
日
か
ら

三
月
二
日
に
か
け
て
執
り
行
わ
れ
た
。『
と
は
ず
が
た
り
』
巻
三
に
は
、
准
后

に
つ
い
て
次
の
説
明
記
事
が
あ
る
。

か
の
准
后
と
聞
ゆ
る
は
、
西
園
寺
の
太
政
大
臣
実
氏
公
の
家
、
大
宮
院
、

東
二
条
院
御
母
、
一
院
、
新
院
御
祖
母
、
内
、
春
宮
御
曾
祖
母
な
れ
ば
、

世
こ
ぞ
り
て
も
て
な
し
た
て
ま
つ
る
も
、
こ
と
は
り
な
り
。
俗
称
は
鷲
尾

の
大
納
言
隆
房
の
孫
、
隆
衡
の
卿
の
娘
な
り
け
れ
ば
、（
略
）（

一
五
七
頁
）

『
増
鏡
』
第
一
〇
「
老
の
波
」
も
、
北
山
准
后
九
十
賀
に
筆
を
費
や
し
て
い

る
が
、『
と
は
ず
が
た
り
』
の
説
明
記
事
に
該
当
す
る
記
述
が
あ
り
、『
と
は
ず

が
た
り
』
を
参
考
と
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

か
く
の
の
し
る
人
は
、
安
元
の
御
賀
に
青
海
波
舞
ひ
た
り
し
隆
房
の
大
納

言
の
孫
な
め
り
。
鷲
尾
の
大
納
言
隆
衡
の
女
ぞ
か
し
。
大
宮
院
・
東
二
条

院
の
御
母
な
れ
ば
、
両
院
の
御
祖
母
、
太
政
大
臣
の
北
の
方
に
て
、
天
の

下
み
な
こ
の
に
ほ
ひ
な
ら
ぬ
人
は
な
し
。
い
と
や
ん
ご
と
な
か
り
け
る
御

「
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う
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宿
世
な
り
。
昔
、
御
堂
殿
の
北
の
方
鷹
司
殿
と
聞
え
し
に
も
劣
り
給
は
ず
。

（
中
、
二
八
九
頁
）

『
増
鏡
』
は
、
准
后
を
説
明
す
る
に
当
た
っ
て
、「
安
元
の
御
賀
に
青
海
波
舞

ひ
た
り
し
隆
房
の
大
納
言
」
の
孫
で
あ
る
、
と
記
し
て
い
る
。『
と
は
ず
が
た

り
』
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
独
自
の
記
述
を
付
け
加
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

安
元
御
賀
に
青
海
波
を
舞
っ
た
の
は
、
実
際
に
は
平
維
盛
と
藤
原
成
宗
で
あ
る

が
、『
増
鏡
』
は
「
御
賀
に
青
海
波
舞
ひ
た
り
し
隆
房
」
と
い
う
独
自
文
を
付

加
す
る
こ
と
で
、
准
后
の
栄
華
を
『
と
は
ず
が
た
り
』
よ
り
も
象
徴
的
に
す
る

効
果
を
獲
得
し
て
い
る
。『
増
鏡
』
が
意
図
的
に
准
后
の
栄
華
を
強
調
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、「
御
堂
殿
の
北
の
方
鷹
司
殿
と
聞
え
し
に
も
劣
り
給
は

ず
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
窺
わ
れ
よ
う
。『
増
鏡
』
に
お
い
て
「
隆
房
」
と
は
、

そ
の
よ
う
な
効
力
を
持
つ
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

貞
子
は
、
先
述
の
と
お
り
、
西
園
寺
家
に
嫁
い
だ
人
物
で
あ
る
。
前
掲
書
に

お
い
て
角
田
氏
は
「
平
家
公
達
草
紙
」
に
つ
い
て
も
触
れ
、
西
園
寺
家
と
の
関

連
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、『
竹
向
き
が
記
』
に
関
す
る
岩
佐
美
代
子
氏
の

指
摘
が
想
起
さ
れ
る
。
岩
佐
氏
は
、『
竹
向
き
が
記
』
の
一
節
を
「
平
家
公
達

草
紙
」
松
永
本
第
一
段
の
影
響
に
あ
る
と
指
摘
し
、「『
平
家
公
達
草
紙
』
の
影

響
は
め
ず
ら
し
く
、
こ
の
草
紙
の
享
受
に
も
か
ら
ん
で
興
味
深
い
」
と
述
べ
る
。

『
竹
向
き
が
記
』
の
作
者
日
野
資
名
女
は
、
後
伏
見
・
光
厳
両
帝
の
宮
廷
に
仕

え
、
西
園
寺
公
宗
と
結
婚
、
実
俊
を
儲
け
て
い
る
。



「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
享
受
に
は
、
西
園
寺
家
及
び
貞
子
の
一
族
、

つ
ま
り
隆
房
の
血
脈
で
あ
る
四
条
家
の
周
辺
の
存
在
は
、
や
は
り
看
過
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
先
に
も
触
れ
た
『
玉
葉
集
』
に
お
け
る
『
艶
詞
』
か
ら
の
入
集
歌
を

見
た
い
。

『
玉
葉
集
』
に
入
集
し
た
隆
房
の
歌
は
、
四
首
。
う
ち
三
首
が
『
艶
詞
』
か

ら
採
ら
れ
た
も
の
で
、
一
首
が
『
正
治
初
度
百
首
』
か
ら
の
入
集
で
あ
る
。

『
玉
葉
集
』
入
集
歌
は
四
首
と
も
恋
部
に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
正
治
初
度

百
首
』
か
ら
の
歌
は
、
百
首
で
は
夏
の
歌
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
他
の
勅
撰

集
で
『
正
治
初
度
百
首
』
か
ら
の
入
集
歌
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、『
新
勅
撰

集
』
三
二
六
（
秋
下
）、『
続
後
撰
集
』
三
六
八
（
秋
中
）、『
続
拾
遺
集
』
一
七

四
（
夏
）、『
新
後
撰
集
』
八
二
四
（
恋
一
）
の
以
上
四
首
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

い
ず
れ
も
『
正
治
初
度
百
首
』
と
同
じ
部
立
で
あ
る
。『
玉
葉
集
』
の
よ
う
な

変
更
は
な
い
。『
玉
葉
集
』
は
意
図
的
に
、
こ
れ
を
恋
の
歌
に
し
て
い
る
の
で

あ
る
。『
玉
葉
集
』
で
は
、
こ
の
歌
の
み
詞
書
が
な
い
が
、
そ
れ
は
、
夏
の
歌

を
恋
部
に
入
れ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
方
、『
艶
詞
』
か
ら
の
入
集
歌
に
は
、
詞
書
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
も

の
で
あ
る
。お

も
ふ
こ
と
侍
り
け
る
比
、
相
坂
の
関
を
こ
ゆ
と
て
読
み
侍
り
け
る

い
そ
ぎ
て
も
か
な
ら
ず
人
に
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
に
し
あ
ら
ば
う
れ
し
か
ら

ま
し

（
一
三
一
二
）

安
元
御
賀
に
地
久
を
ま
ひ
侍
り
け
る
中
に
も
、
心
に
か
か
る
事
の
み

侍
り
け
れ
ば

ふ
る
袖
は
涙
に
ぬ
れ
て
く
ち
に
し
を
い
か
に
た
ち
ま
ふ
我
が
身
な
る
ら
ん

（
一
五
三
〇
）

せ
ち
に
覚
え
け
る
女
の
人
に
ゐ
ま
じ
り
て
侍
り
け
る
を
ひ
と
す
ぢ
に

ま
も
ら
る
る
を
、
人
や
い
か
に
み
る
ら
ん
と
お
ぼ
え
け
れ
ば

つ
く
づ
く
と
み
る
に
心
は
く
れ
は
ど
り
あ
や
し
と
人
の
め
に
や
た
つ
ら
ん

（
一
五
四
〇
）

こ
れ
ら
の
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
他
の
勅
撰
集
と
比
較
し

て
詞
書
が
詳
細
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
他
の
勅
撰
集
に
お
け
る
『
隆
房

集
』『
艶
詞
』
か
ら
の
入
集
歌
の
詞
書
を
以
下
に
示
す
。

女
に
し
の
び
て
か
た
ら
ふ
こ
と
侍
り
け
る
を
、
き
こ
ゆ
る
こ
と
の
侍
り
け

れ
ば
、
つ
か
は
し
け
る

（
千
載
集
・
八
二
七
）

女
に
つ
か
は
し
け
る

（
新
勅
撰
集
・
七
七
四
）

題
し
ら
ず

（
続
後
撰
集
・
八
一
七
、
新
拾
遺
集
・
一
〇
五
七
）

恋
の
歌
の
中
に

（
続
拾
遺
集
・
八
〇
六
）

『
千
載
集
』
以
外
の
詞
書
を
見
れ
ば
、『
玉
葉
集
』
の
詞
書
の
詳
細
さ
が
確
認

さ
れ
よ
う
。『
玉
葉
集
』
が
こ
の
よ
う
に
、『
艶
詞
』
の
歌
に
筆
を
費
や
し
て
い

る
こ
と
は
、
か
な
り
独
特
の
態
度
で
あ
る
。

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

三
六



更
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
五
三
〇
の
詞
書
で
あ
る
。『
艶
詞
』
で
は
こ
の

歌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
に
の
ま
ひ
と
か
や
に
入
り
て
、
は
な
や
か
な
る
ふ
る
ま
ひ
に
つ
け
て

も
、
あ
は
れ
思
ふ
事
な
く
て
、
か
ゝ
る
ま
じ
ら
ひ
を
も
せ
ば
、
い
か
に
ま

め
な
ら
ま
し
と
お
ぼ
え
て
、
又
さ
し
も
う
ら
め
し
く
あ
だ
な
れ
ば
、
見
る

事
も
つ
ゝ
ま
し
く
、

ふ
る
袖
は
涙
に
ぬ
れ
て
く
ち
に
し
を
い
か
に
た
ち
ま
ふ
我
み
な
る
ら

ん

こ
こ
に
は
、『
玉
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
「
安
元
御
賀
」
に
「
地
久
」
を
舞
っ

た
と
い
う
具
体
的
記
述
は
な
い
。『
艶
詞
』
の
詞
書
か
ら
、
こ
れ
が
い
つ
の
こ

と
で
あ
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
隆
房
は
、「
安
元
御
賀
」

以
外
に
も
舞
人
を
務
め
る
こ
と
が
、
何
度
で
も
あ
っ
た
ろ
う
し
、
こ
れ
が
「
安

元
御
賀
」
で
あ
る
必
然
性
は
な
い
。
例
え
ば
『
玉
葉
』
承
安
二
年
（
一
一
七

二
）
四
月
二
七
日
条
に
は
、
建
春
門
院
平
野
社
御
幸
の
際
の
舞
人
の
一
人
と
し

て
隆
房
の
名
が
見
え
る
。

『
玉
葉
集
』
が
こ
の
歌
を
「
安
元
御
賀
」
の
折
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
の
は
、

隆
房
が
、『
安
元
御
賀
記
』
を
著
し
た
人
物
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
念
頭
に

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、「
平
家
公
達
草
紙
」
松
永
本
第

二
段
は
『
安
元
御
賀
記
』
の
抄
出
で
あ
る
。
宮
廷
に
極
め
て
近
い
場
で
制
作
・

享
受
さ
れ
た
と
さ
れ
る
白
描
物
語
絵
に
描
か
れ
る
内
容
が
、『
玉
葉
集
』
成
立

「
隆
房
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と
い
う
イ
メ
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ジ
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の
場
と
全
く
無
縁
で
あ
る
と
は
、
考
え
に
く
い
。
寧
ろ
、『
安
元
御
賀
記
』
の

よ
う
な
算
賀
の
記
録
は
、
特
に
近
し
い
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
隆
房
が
安
元
御
賀
に
、
右
舞
人
（
四
名
の
う
ち
の
一
人
）

と
し
て
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
、『
安
元
御
賀
記
』
に
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
算
賀
に
つ
い
て
は
『
玉
葉
』
も
詳
述
す
る
。『
玉
葉
集
』
詞
書
が
、
隆
房

の
舞
と
し
て
「
地
久
」
を
選
択
し
た
理
由
は
不
明
だ
が
、「
地
久
」
は
四
人
舞

で
、
御
賀
第
一
日
目
の
右
方
第
一
番
の
舞
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
関
連
し
て

い
よ
う
か
。
ち
な
み
に
『
玉
葉
』
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
三
月
四
日
条
（
御

賀
第
一
日
目
）
に
は
、
隆
房
が
地
久
を
舞
っ
て
い
る
の
が
一
目
に
知
ら
れ
る
記

事
が
あ
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
。

右
地
久
、
出
レ
自
二
楽
屋
南
第
一
間
一
、
歴
二

右
鉦
鼓
南
一
、﹇
已
下
舞
皆
如
レ
此
﹈

第
一
隆
房
立
レ

東
、
第
二
雅
賢
立
レ

西
、

第
三
時
家
立
レ

東
、
第
四
公
時
立
レ

西
、

進
二

左
右
胡
床
中
央
一

、
舞
レ

之
、

「
隆
房
」
が
「
安
元
御
賀
」
に
舞
っ
た
と
い
う
記
事
は
、
舞
こ
そ
違
え
、『
玉

葉
集
』『
増
鏡
』
に
共
通
し
て
い
る
。『
玉
葉
集
』
一
五
三
〇
に
は
、
安
元
御
賀

に
、
苦
し
い
恋
に
悩
み
な
が
ら
舞
を
舞
う
「
隆
房
」
と
い
う
極
め
て
象
徴
的
な

姿
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



五
、「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

桑
原
博
史
氏
は
「
隆
房
と
隆
信
｜
平
安
朝
末
期
の
物
語
愛
好
の
精
神
に
ふ
れ

つ
つ
｜
」
に
お
い
て
、
隆
房
の
「
業
平
気
取
り
」
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

一
体
に
、
平
家
全
盛
の
時
代
は
、
古
代
的
な
貴
族
文
化
が
最
後
の
余
映
を

見
せ
て
、
一
層
の
光
輝
を
ま
し
た
時
代
な
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
気
運
、

ふ
ん
い
気
の
中
で
、
隆
房
も
隆
信
も
、
そ
れ
ぞ
れ
光
源
氏
あ
る
い
は
業
平

た
ら
ん
と
こ
こ
ろ
ざ
し
た
わ
け
で
あ
る
。

藤
原
隆
房
は
、
彼
自
身
、
自
ら
を
物
語
の
主
人
公
に
見
立
て
、
演
出
す
る
人

物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
隆
房
が
、『
隆
房
集
』
の
よ
う
な
、
恋
の
懊

悩
を
綴
っ
た
歌
集
を
著
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
松
尾
葦
江
氏
は
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。隆

房
の
側
か
ら
い
え
ば
、
隆
房
集
の
創
作
は

恋
す
る
男

と
し
て
の
営

為
の
一
環
で
も
あ
り
、
自
ら
を
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
糖
衣
に
く
る
み

こ
ん
で
ゆ
く
手
段
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

隆
房
が
自
ら
醸
そ
う
と
し
た
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
彼
が
生
き
て
い
た
時
代
か

ら
お
よ
そ
百
年
の
後
、
す
な
わ
ち
絵
巻
化
さ
れ
た
時
点
で
は
、「
隆
房
」
を
象

徴
す
る
共
通
認
識
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
絵
巻
化
と
い
う
事
実

は
、「
隆
房
」
が
つ
く
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
を
、
目
に
見
え
る
形
で

示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
享
受
者
が
望
む
イ
メ

ー
ジ
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。「
隆
房
」
は
「
恋
」
と
不
可
分
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ

っ
た
。
白
描
物
語
絵
に
描
か
れ
た
「
隆
房
」
と
は
、
同
時
代
的
に
愛
好
さ
れ
た

イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
平
家
公
達
草
紙
」
松
永
本
は
、
そ
の
「
隆
房
」
が
語
り
手
と
し
て
、
鑑
賞

者
の
眼
前
に
繰
り
広
げ
る
「
平
家
公
達
」
の
世
界
で
あ
る
。
平
家
の
公
達
は
、

優
雅
に
、
華
や
か
に
、
絵
巻
の
中
を
立
ち
回
る
。
そ
の
姿
は
、「
い
み
じ
く
い

ろ
ふ
か
く
お
は
し
け
る
」「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
枠
取
ら
れ
て

い
る
。

「
平
家
公
達
草
紙
」
松
永
本
第
二
段
に
は
、
青
海
波
を
舞
う
維
盛
が
描
か
れ

て
い
る
。

山
の
端
近
き
入
日
の
か
げ
に
御
前
の
庭
の
砂
子
ど
も
白
く
き
よ
げ
な
る
上

に
、
花
の
白
雪
空
に
知
ら
れ
て
散
り
ま
が
ふ
程
、
物
の
音
も
て
は
や
さ
れ

た
る
に
、
青
海
波
の
花
や
か
に
舞
ひ
出
で
た
る
さ
ま
、
惟
盛
朝
臣
の
足
踏

み
袖
振
る
程
、
世
の
け
い
き
、
入
日
の
か
げ
に
も
て
は
や
さ
れ
た
る
か
た

ち
、
似
る
物
な
く
き
よ
ら
な
り
。

（
一
六
六
頁
）

こ
の
段
の
絵
は
、
維
盛
と
成
宗
が
青
海
波
を
舞
っ
て
い
る
図
で
あ
る
。
白
描

物
語
絵
の
鑑
賞
者
は
、「
隆
房
」
と
い
う
「
語
り
手
」
を
媒
体
と
し
て
、
光
源

氏
を
髣
髴
さ
せ
る
そ
の
姿
を
享
受
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
実
に
行
わ
れ

た
、
物
語
の
世
界
で
あ
る
。
実
際
に
行
わ
れ
た
安
元
御
賀
を
、
具
現
化
さ
れ
た

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

三
八



『
源
氏
物
語
』
の
世
界
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
眼
差
し
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

維
盛
も
実
際
に
光
源
氏
に
比
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
面
で
そ
れ
は
、

や
は
り
白
描
物
語
絵
の
享
受
層
が
欲
し
た
、「
平
家
公
達
」
の
姿
で
も
あ
る
。

『
源
氏
物
語
』『
伊
勢
物
語
』
な
ど
の
世
界
は
、「
隆
房
」
の
時
代
、
つ
ま
り

平
家
文
化
の
時
代
に
、
実
践
さ
れ
た
。
平
家
文
化
の
時
代
は
そ
の
よ
う
な
、
憧

れ
の
世
界
を
具
現
化
す
る
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
鎌
倉
中
期
か
ら
南
北

朝
に
か
け
て
の
宮
廷
、
す
な
わ
ち
白
描
物
語
絵
の
時
代
は
、
そ
の
平
家
文
化
の

時
代
を
、「
平
家
公
達
草
紙
」「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
な
ど
に
絵
巻
化
し
て
、
享

受
し
た
。
そ
れ
は
事
実
に
仮
託
し
た
虚
構
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
様
相

は
、
平
家
文
化
そ
の
も
の
の
時
代
と
は
異
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
検
討
の
必
要

性
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
『
続
群
書
類
従

補
遺
二

看
聞
御
記
（
下
）』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
一

年
。『

明
月
記
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
○
年
。

白
猫
物
語
絵
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
し
た
。

真
保
亨
氏
編
「
白
猫
絵
巻
」『
日
本
の
美
術
』
第
四
八
号
、
一
九
七
○
年
五
月
。

白
畑
よ
し
氏
編
「
物
語
絵
巻
」『
日
本
の
美
術
』
第
四
九
号
、
一
九
七
○
年
六
月
。

『
特
別
展

白
猫
絵

図
録
』
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
一
九
九
二
年
。

秋
山
光
和
氏
「
白
猫
物
語
絵
の
流
行
」『
日
本
絵
巻
物
の
研
究

上
』
中
央
公
論
美

術
出
版
社
、
二
○
○
○
年
、
四
○
頁
。

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

三
九

「
平
家
公
達
草
紙
」
書
誌
事
項
（
兵
藤
裕
己
氏
「
平
家
公
達
草
紙
」『
体
系
物
語
文

学
史

第
五
巻
』
有
精
堂
、
一
九
九
一
年
、
参
照
）

松
永
本
（
南
北
朝
頃
の
制
作
と
推
定
さ
れ
る
）

所
蔵

福
岡
市
立
美
術
館
松
永
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

形
態

縦
一
六
・
一

、
全
長
六
二
五
・
四

、
一
巻
、
詞
五
段
、
絵
四
図

題
名

な
し

奥
書

な
し

箱
書

平
家
公
達
草
紙
（
近
世
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
）

博
物
館
本
（
天
保
三
年
狩
野
養
信
写
）

所
蔵

東
京
国
立
博
物
館

形
態

縦
約
二
六
・
一

、
全
長
約
一
〇
四
一
・
四

、
一
巻
、
詞
六
段
、
絵
九

図
題
名

な
し

奥
書

巻
之
名
不
伝
な
し
画
者
土
佐
光
信
女
筆
と
申
伝
之
由
右
一
巻
う
つ
し
あ
し

け
れ
と
光
正
之
風
な
る
へ
し
と
内
記
廣
尚
鑑
定
之
由
今
住
吉
家
の
本
を
え

て
天
保
三
年
卯
月
十
三
日
法
眼
養
信
う
つ
す

書
陵
部
本
（
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
頃
の
制
作
と
推
定
さ
れ
る
。）

所
蔵

宮
内
庁
書
陵
部

形
態

縦
二
四
・
二

、
全
長
三
七
八
・
二

、
一
巻
、
詞
三
段
、
絵
な
し

題
名

な
し

※
書
陵
部
備
付
の
目
録
に
『
佚
名
草
紙
』
と
さ
れ
る
も
の

奥
書

な
し

田
中
一
松
氏
「
平
家
公
達
草
紙
に
つ
い
て
」（『
国
華
』
第
六
六
五
号
・
第
六
六
六

号
、
一
九
四
七
年
七
・
八
月
）
に
指
摘
さ
れ
、
以
後
こ
れ
ら
の
相
違
点
な
ど
に
つ
い

て
、
本
位
田
重
美
氏
「「
平
家
公
達
草
紙
」
の
詞
章
に
つ
い
て
」（『
人
文
論
究
』
第

一
三
巻
二
号
、
一
九
六
二
年
八
月
、『
古
代
和
歌
論
考
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年
、

所
収
）、
桑
原
博
史
氏
「
隆
房
の
作
品
」（『
中
世
物
語
の
基
礎
的
研
究

資
料
と
史



的
考
察
』
風
間
書
房
、
一
九
六
九
年
）
な
ど
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

ま
た
、
中
野
幸
一
氏
「『
平
家
公
達
草
紙
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
軍
記
物
と
そ
の
周

辺
』、
一
九
六
九
年
三
月
、『
物
語
文
学
論
攷
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
一
年
、

所
収
）
は
、
三
種
の
伝
本
を
一
連
の
も
の
と
し
て
、「
平
家
公
達
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

集
」
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
。

「
平
家
公
達
草
紙
」『
体
系
物
語
文
学
史

第
五
巻
』
有
精
堂
、
一
九
九
一
年
、
一

〇
六
頁
。

田
中
氏
に
同
じ
。「
詞
は
そ
れ
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
恐
ら

く
は
鎌
倉
末
期
ま
で
に
述
作
さ
れ
た
物
語
と
見
て
差
支
へ
あ
る
ま
い
。」（
第
六
六
五

号
、
二
八
四
頁
。）

隆
房
が
作
者
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
は
、
中
村
義
雄
氏
「
平
家
公
達
草
紙
と

藤
原
隆
房
｜
青
海
波
の
段
の
出
典
を
中
心
と
し
て
｜
」（『
美
術
研
究
』
第
二
一
五
号
、

一
九
六
一
年
三
月
）
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
。
中
村
氏
は
、
松
永
本
第
二
段
が
『
安

元
御
賀
記
』
の
抄
出
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
な
ど
と
も
、

全
体
を
通
じ
て

囲
気
が
似
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
隆
房
作
者
説
を
提
起
し
た
。

こ
の
問
題
は
、『
安
元
御
賀
記
』
諸
本
論
と
の
関
連
か
ら
、
更
に
詳
細
な
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
。

に
同
じ
。
一
〇
五
頁
。

中
野
幸
一
氏
「
書
陵
部
蔵
の
佚
名
物
語
一
巻
に
つ
い
て
｜
『
平
家
公
達
草
紙
』
の

残
欠
か
｜
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
四
〇
巻
三
号
、
一
九
六
三
年
三
月
、『
物
語
文

学
論
攷
』
所
収
、
三
一
五
頁
。）「
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
態
・
内
容
を
も
つ
本
巻
は

一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。（
略
）
多
少
の
脱
文
は
あ
る
と
し
て
も
わ
ず
か
一
六
行
の
本

文
が
二
話
三
段
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
、
物
語
と
し
て
は
叙
述
が
概
説
的
で
あ
る
こ

と
、
形
態
が
巻
子
本
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
し
て
、
本
巻
は
ま
ず
物
語
絵
巻
の
詞

書
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。」

『
安
元
御
賀
記
』
諸
本
は
大
別
し
て
二
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。
各
、
定
家
本
系
と

群
書
類
従
本
と
名
称
さ
れ
る
。
定
家
本
は
、
本
文
が
簡
略
で
、
平
家
一
門
に
関
す
る

記
事
が
殆
ど
な
い
。
一
方
、
群
書
類
従
本
は
、
平
家
一
門
を
賞
賛
す
る
記
事
を
有
す
。

松
永
本
第
二
段
に
見
ら
れ
る
維
盛
の
青
海
波
が
素
晴
ら
し
い
と
い
う
記
述
も
、
群
書

類
従
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
以
下
の
研
究
が
あ

る
。

久
保
田
淳
氏
「
平
家
文
化
の
中
の
源
氏
物
語
｜
『
安
元
御
賀
記
』
と
『
高
倉
院
昇
霞

記
』
｜
」（『
文
学
』
第
五
〇
巻
七
号
、
一
九
八
二
年
七
月
）

伊
井
春
樹
氏
「『
安
元
御
賀
記
』
の
成
立
｜
定
家
本
か
ら
類
従
本
・『
平
家
公
達
草

紙
』
へ
｜
」（『
国
語
国
文
』
第
六
一
号
、
一
九
九
二
年
一
月
）

春
日
井
京
子
氏
「『
安
元
御
賀
記
』
と
『
平
家
公
達
草
紙
』
｜
記
録
か
ら
〈
平
家
の

物
語

へ
｜
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
第
四
五
号
、
一
九
九
六
年
四
月
）

以
上
に
鑑
み
て
、『
安
元
御
賀
記
』
諸
本
と
松
永
本
第
二
段
の
関
係
は
、

定
家
本
『
安
元
御
賀
記
』

群
書
類
従
本
『
安
元
御
賀
記
』

松
永
本
第
二
段
で

あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
制
作
年
代
が
下
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
隆
房

が
作
者
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
に
さ
ら
な
る
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

に
同
じ
。

久
保
田
淳
氏
「
古
典
文
学
史
概
説

中
古
」『
別
冊
国
文
学

古
典
文
学
史
必

携
』
第
四
三
号
、
学
燈
社
、
一
九
九
二
年
、
三
〇
頁
。

「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
書
誌
事
項
（
秋
山
光
和
氏
「「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
の
内
容

と
表
現
」（『
日
本
絵
巻
物
の
研
究

下
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
参

照
）所

蔵

国
立
歴
史
民
族
博
物
館

形
態

縦
二
五
・
五

、
全
長
六
八
四
・
九

、
一
巻
、
詞
書
長
歌
一
首
反
歌
三

首
、
絵
四
図

題
名

な
し
。
極
札
（
縦
二
一
・
七

、
幅
二
・
八

）
に
「
源
氏
あ
し
手
畫
巻

土
佐
光
正
筆
」
と
あ
り
。

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

四
〇



奥
書

な
し

箱
書

内
箱
表
「
土
佐
光
正
源
氏
草
紙
巻
」、
外
箱
表
「
源
氏
繪
巻
物
残
缺
土
佐

光
正
筆
」
裏
「
昭
和
四
年

觀
濤
孝
誌
」
と
の
蔵
者
、
益
田
孝
の
識
語
が
あ
る
。

「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
と
い
う
名
称
が
文
化
財
指
定
名
称
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和

三
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
書
誌
に
見
え
る
と
お
り
、
題
名
は
な
い
。
極
札
な
ど
が
示

す
よ
う
に
『
源
氏
物
語
』
に
関
す
る
絵
巻
で
あ
る
と
目
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

「「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」
の
絵
詞
に
つ
い
て
」『
日
本
絵
巻
大
成
１
０

葉
月
物
語

絵
巻

枕
草
子
絵
詞

隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
、
一
三
六

頁
。「『

隆
房
集
』
解
説
」『
今
物
語
・
隆
房
集
・
東
斎
随
筆
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
七

九
、
四
頁
。

「
隆
房
集
と
艶
詞
｜
隆
房
集
２
９

４
４
の
改
変
｜
」『
日
本
文
学
』
第
四
七
巻
九

号
、
一
九
九
八
年
九
月
、
六
九
頁
。

参
照
し
た
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
小
督
隆
房
譚
の
掲
載
位
置
は
、
以
下
の
通
り
。

覚
一
本
系
、
巻
六
相
当
に
位
置
す
る
も
の
は
、
源
平
盛
衰
記
「
井
巻
第
二
五
、
小
督

局
事
」、
延
慶
本
「
第
三
本
、
小
督
局
内
裏
へ
被
召
事
」、
屋
代
本
の
み
「
巻
第
三
、

小
督
局
事
」
と
、
位
置
が
異
な
る
。

池
田
誠
氏
「『
平
家
物
語
』「
小
督
」
隆
房
譚
考
」『
文
芸
と
批
評
』
第
六
巻
八
号
、

一
九
八
八
年
一
〇
月
。

『
歌
苑
連
署
事
書
』（
正
和
四
年
〈
一
三
一
五
）、『
花
園
院
宸
記
』
元
亨
元
年

（
一
三
二
一
）
四
月
な
ど
。（
参
考
、『
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
９

平
家
物
語
』

三
省
堂
、
一
九
六
〇
年
）

井
上
宗
雄
氏
『
増
鏡

中
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
三
年
、
三
〇
一
頁
。

岩
佐
美
代
子
氏
「『
竹
む
き
が
記
』
読
解
考
」『
宮
廷
女
流
文
学
読
解
考

中
世

編
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
年
、
四
一
四
頁
。

「
く
れ
を
ま
つ
お
も
ひ
は
た
れ
も
あ
る
も
の
を
ほ
た
る
ば
か
り
や
身
に
あ
ま
る
べ

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

四
一

き
」『
正
治
初
度
百
首
』
は
『
新
編
国
歌
大
観

第
四
巻
』
に
よ
っ
た
。

『
千
載
集
』
八
二
七
の
歌
は
、『
隆
房
集
』『
艶
詞
』
と
も
合
致
す
る
部
分
は
あ
る

の
だ
が
、
撰
集
資
料
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
歌
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

い
づ
く
よ
り
ふ
き
く
る
か
ぜ
の
ち
ら
し
け
ん
た
れ
も
し
の
ぶ
の
も
り
の
こ
と
の

は
『
隆
房
集
』
該
当
歌
は
以
下
。

さ
し
も
し
の
べ
ど
も
、
い
か
で
か
漏
り
に
け
む
、「
人
の
聞
き
て
け
る
」

と
て
あ
な
が
ち
に
歎
く
も
、
こ
と
わ
り
に
て

お
ぼ
つ
か
な
い
か
な
る
風
の
散
り
に
け
ん
た
れ
も
し
の
ぶ
の
森
の
こ
と
の
は

以
上
の
よ
う
に
、
下
の
句
の
み
が
一
致
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
全
体
的
に
一
致
す

る
歌
が
、『
月
詣
和
歌
集
』
五
六
一
（『
新
編
国
歌
大
観

第
二
巻
』）
で
あ
る
。

女
を
し
の
び
て
か
た
ら
ひ
侍
り
け
る
が
、
風
聞
し
た
り
け
れ
ば
つ
か
は
し

け
る

い
づ
く
よ
り
吹
き
く
る
風
の
ち
ら
し
け
ん
た
れ
も
し
の
ぶ
の
杜
の
こ
と
の
は

詞
書
も
よ
く
似
て
お
り
、
こ
の
歌
は
『
月
詣
和
歌
集
』
か
ら
の
入
集
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
、
詞
書
の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
で
あ
り
、『
隆
房
集
』
と

『
月
詣
集
』
は
同
主
題
の
推
敲
の
段
階
の
差
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
平
安
文
学
研
究
』
第
三
〇
輯
、
一
九
六
三
年
六
月
、
一
六
一
頁
。

「
恋
す
る
隆
房
」『
三
国
伝
記
（
上
）』
付
録
、
一
九
七
六
年
、
四
頁
。

岩
波
文
庫
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
は
参
考
と
し
て
以
下
を
挙
げ
る
。「
入
り
方

の
日
影
さ
や
か
に
さ
し
た
る
に
、
楽
の
声
ま
さ
り
、
も
の
の
お
も
し
ろ
き
ほ
ど
に
、

同
じ
舞
の
足
踏
み
面
持
、
世
に
見
え
ぬ
さ
ま
な
り
。
詠
な
ど
し
た
ま
へ
る
は
、
こ
れ

や
仏
の
御
聟
陵
頻
伽
の
声
な
ら
む
と
聞
ゆ
。
お
も
し
ろ
く
あ
は
れ
な
る
に
、
み
か
ど

涙
を
の
ご
ひ
た
ま
ひ
、
上
達
部
御
子
た
ち
も
、
み
な
泣
き
た
ま
ひ
ぬ
」（
源
氏
物

語
・
紅
葉
賀
）

（
岩
波
文
庫
、
一
六
六
頁
脚
注
一
）

『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』「
法
住
寺
殿
の
御
賀
に
、
青
海
波
舞
ひ
て
の
を
り
な
ど



は
、
光
源
氏
の
た
め
し
も
思
ひ
い
で
ら
る
ゝ
な
ど
こ
そ
、
人

い
ひ
し
か
。」（
岩

波
文
庫
、
一
〇
〇
頁
）

【
引
用
・
参
照
本
文
一
覧
】

「
平
家
公
達
草
紙
」

（
本
文
）『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
八
年
。

（
絵
）
松
永
本

『
特
別
展

東
洋
美
術
１
０
０
０
年
の
軌
跡
｜
福
岡
市
美
術
館
《
松

永
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
》《
黒
田
資
料
》
の
名
宝
を
中
心
に
｜
図
録
』
大
和
文
華
館
、
一

九
九
七
年
。

博
物
館
本

東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
平
家
公
達
草
紙

壱
巻
」（
８
９

五
四
三

一
）
紙
焼
写
真
。

「
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
」

『
日
本
絵
巻
大
成
１
０

葉
月
物
語
絵
巻

枕
草
子
絵
詞

隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
。

『
安
元
御
賀
記
』

定
家
本

『
徳
川
黎
明
会
叢
書

古
筆
聚
成

古
筆
手
鑑
篇
五
』
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
四
年
。

群
書
類
従
本

『
群
書
類
従

第
二
九
輯

雑
部
』
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
一

八
年
。

『
隆
房
集
』

『
今
物
語
・
隆
房
集
・
東
斎
随
筆
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
九
年
。

『
艶
詞
』

『
新
校
群
書
類
従

第
二
一
巻

雑
部
三
』
内
外
書
籍
、
一
九
一
〇
年
。

『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』

『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
八
年
。

『
文
机
談
』

『
校
注

文
机
談
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
九
年
。

『
と
は
ず
が
た
り
』

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

と
は
ず
が
た
り

た
ま
き
は
る
』

岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
。

『
増
鏡
』

『
増
鏡
｜
全
三
巻
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
三
年
。

『
竹
向
き
が
記
』

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

中
世
日
記
紀
行
集
』
岩
波
書
店
、
一

九
九
〇
年
。

『
源
氏
物
語
』

『
新
潮
日
本
古
典
集
成

源
氏
物
語
｜
全
八
巻
』
新
潮
社
、
一
九
七

六

一
九
八
五
年
。

『
平
家
物
語
』
諸
本
と
し
て
は
、
以
下
の
四
本
を
参
照
し
た
。

覚
一
本
系

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

平
家
物
語
上
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
九

一
・
一
九
九
三
年
。

延
慶
本

『
延
慶
本
平
家
物
語

本
文
編
上
下
』
勉
誠
社
、
一
九
九
〇
年
。

屋
代
本

『
屋
代
本
高
野
本
対
照

平
家
物
語
｜
全
三
巻
』
桜
楓
社
、
一
九
九
〇

一
九
九
三
年
。

源
平
盛
衰
記

『
源
平
盛
衰
記
』
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
一
〇
年
。

『
玉
葉
』

『
玉
葉
｜
全
三
巻
』
名
著
刊
行
会
、
一
九
九
三
年
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
（
二
○
○
一
年
六
月
）
お
よ
び
関
西
軍
記

物
語
研
究
会
第
四
三
回
例
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
再
考
し
、
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
席
上
、
多
く
の
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

「
隆
房
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

四
二
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